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ネクリーン表示の著作権登録に関する

米国著作権局の告示，公布...施行される

本誌第 3 号 (1988- 1 -4) でご紹介したとおり米国著作権局は，著作権登

録事務におけるコンピュータ・スクリーン表示の取扱いに関して 1987年 9 月

9 日， 10日の 2 日闊公聴会を開催した。公聴会においては12人の参考人が意

見を述べ，また，別途35件の書面による見解が提出された。これらの見解等

をふまえて著作権局は，本年(1988年） 6 月 3 日，大略以下のような告示を

発した。

1. 告示のタイトル

コンピュータの画面表示の登録及び寄託に関する決定

2. 発効（施行）日

1988年 6 月 6 日

3. 決定内容の要約

(1) （ゲーム・ソフトにおける画面と音楽のように）いくつかの著作物性を

帯びた「表現」がある場合にあって

（イ）それらがすべて同一の椛利者のものであり，且つ，プログラム・コー

ド自体に組み込まれているために物理的には全体として 1 個の存在物と

なっている著作物“群”か，或いは

(n) プログラム・コード，及びこれとは別個の存在形態をとるものの，最

初に発行される時にはプログラム・コードと一体となるものとして扱わ

れる著作物“群’'。

これらの各著作物“群’'は，それぞれ’'群”全体を「 1 個の作品」とみ
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なし，登録手続き上も 1 件として扱う。

(2) 前項の場合，プログラム・コード（即ち言語の著作物）として登録する

か，スクリーン（視聴覚著作物）や音楽（同左）として登録するかは，当

該「作品」の著作物性として，どの側面の著作物性が裔いのか（即ちプロ

グラム・コードに創作性が高い故に著作物となるのか，スクリーン表示の

内容に創作性が高い故に著作物となるのか，などという事情）によって決

定される（注：登録申請者のオプションでない点に要注意）。

(3) 登録申請に際して申請人は，登録すべき著作物の表示として，単に

「en ti re work」又は

「compu ter program」

というように概括的に記載すれば足り， これによって前記(1)記載の著作物

“群’'全体に対して登録の効力が及ぶ。

しかし申請者は，スクリーン表示に関する著作物性を強調するために

「compu ter program code and screen d i sp lays 」

等と表示して申請することもできる。

(4) 登録申請者は，スクリーン表示を再生した資料 (v i sual reproductions) 

を寄託する義務を負わない（即ち，申請者のオフ゜ションである）。但し，

前記(3)後段のような記載方式によって申請する場合，即ちスクリーン表示

の側面を強調するために

「compu ter program code and screen d i sp lays 」

として登録申請した場合には，対象となるスクリーン表示のv i sual reproｭ

duc ti ons （これは，当該スクリーン表示の創作性を証明するに足る内容で

なければならない）を寄託しなければならない。この場合，著作権局は，

寄託されたv i sual reproduc ti ons等の資料に基づいて，当該スクリーン表

示の著作物性を調査することになる。
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(5) 著作物の登録に関する著作権局の方針は従前通りであり，本告示によっ

て何ら変更されるところはない。

上述のとおり，米国ではプログラムが出力する視聴覚“作品’'の登録手続

上の取扱いが，その当否は別として，明確に示された。ただ，前記 3. (4)末

尾部分の「著作権局は…スクリーン表示の著作物性を調査する」旨の記載内

容については現実の問題としてどのように運用されるのか本告示からは不

明であり，関係者にとっては大いに関心のあるところであろう。

以上，米国への登録をお考えの方々にとってご参考となれば幸いである。

なお，上記決定内容から了解されるとおり，本告示はテキスト画面を他のグ

ラフィカルな要素をもつ画面と区別しておらず，実際，本告示の本文中にそ

の旨が明記されているので，ご留意頂きたい。

（本告示の詳細な内容については SOFTIC調査研究室までご照会下さい。）
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